
単元名   モチモチの木（全１３時間）  単元構想図 

学びのストーリー 
 

 

題名読み①      ・餅がなる木が出てくるんじゃない？  ・やわらかい木のお話かもしれない。 

全文通読（範読）①  ・じさまを助ける優しいお話。 ・一人でトイレにも行けない臆病な子だった。 

   ・臆病なのに、なんで医者様を呼びに行けたのかな。  

   ・モチモチの木の灯を見ることができてよかった。でも、なんで見られたのかな。 

感想交流②   ・豆太は、一人で呼びに行けて勇気がある。 ・でも、またトイレに起こして弱虫だった。なぜかな。 

学習問題作り②  ・弱虫にもどってしまったんじゃないかな。 ・豆太は変わったんじゃないかな？ 

   ・豆太ってどんな子なのかな？ 

 

 

 

登場人物・背景確認③    

一人読み（書き込み）④    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 

豆太はどんな子かな？  「○○豆太」 

おくびょう 豆太 ⑤ やい、木ぃ ⑥ 霜月二十日のばん ⑦ 豆太は見た ⑧⑨ 
弱虫でもやさしけりゃ 

⑩ 

・おくびょうな子 

・一人でせっちんも行け

ない。 

・こわがりな子。 

・じさまとおとう、自分

をくらべている。 

・じさまに頼っている。 

・たった二人 

・語り手が豆太を説明 

・昼は元気でいばってい

る。 

・夜はおくびょう。 

・昼と夜とで違う。 

・モチモチの木が、おば

けぇとおどかす。 

・暗いだけじゃない。 

 

・じさまは、豆太のこと

が大切。 

・木に灯がともる日。 

・じさまもおとうもモチ

モチの木の灯を見てい

る。 

・本当は豆太も見たい 

・でも、怖い。 

・弱気。 

・自分に自信がない。 

・自分はできないと思っ

ている。 

なぜ医者様を呼びに行け

たのかな 

・大好きなじさまが死ぬ

のはもっと怖い。 

・勇気が出た。 

・じさまのため。 

 

なぜ灯を見られたの？ 

・じさまのための優し

さ。 

・勇気がある子。 

また起こすのはなぜ？ 

・やさしい。 

・普通のときは怖がり 

・じさまが治って安心し

た。 

・あまえている。 

・頼ってしまう。 

・じさまを助けるための

勇気だった。 

・また戻っちゃう 

こわがりで 

おくびょう豆太 

昼は強がり、 

夜は弱虫豆太 

自分が臆病だと 

思っている豆太 
勇気が出せた豆太 

安心してじさまに 

あまえてしまう豆太 

願う子供の姿 

・叙述を基に想像しながら、登場人物の性格や気持ちの変化を考えていくことができる姿。 

・友達の考えと自分の考えや、場面と場面の登場人物の様子や気持ち、性格など、比較をしながら考えを深め変容を自覚し

ていく姿。 

・話合いの中で自分の考えを伝えたり、友達の考えを聞いたりする中で、考えを深めていく姿。 

あああ 

授業デザイン 
 

 

 

 

 

 

あああ 

評価基準・評価方法 
 

【思考・判断・表現】 

・初めて読んだ文章に対し、感想をもっている。 

【思考・判断・表現】 

・文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人

ひとりの感じ方などに違いがあることに気付いている。 

 

 

 

 

 

【知識・技能】 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、語彙

を豊かにしている。 

 

【思考・判断・表現】 

・登場人物の行動や気持ちや性格などについて、叙述を

基に捉えている。 

・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の

移り変わりと結びつけて具体的に想像している。 

 

【学びに向かう力・人間性等】 

・積極的に登場人物の気持ちの変化を想像し、学習課題

に沿って考えたことを伝え合おうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びに向かう力・人間性等】 

・文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人

ひとりの感じ方などに違いがあることに気付いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豆太は変わったのかな？(本時)⑪ 

 モチモチの木って、どんなお話かな？①② 

 豆太はどんな子なんだろう？③～⑩ 

響き合う 

 豊かに感想を書き、友達に伝えるた

めの集団作り。 

＜感想の視点を提示する。＞ 

・心に残ったところ ・疑問 

・登場人物の気持ちや性格について 

自己調整 

 感想から、学

習問題を見つ

け、共有する。 

手立てや概念 

場面ごとに○○豆太とまと

めていくことで、豆太の性格

を捉えていく。 

自己調整 

 本文を読んで見つけた気持ちや性格に、進んでラインを引いた

り、考えを書いたりする。 

手立てや概念 

 本学級の児童は書き込みが３回目となる。今までの書き込みを例

示したり、机間指導をして支援したりし、全員がラインは引けるよ

うにしていきたい。（叙述を基に考えるための手立て） 

＜評価方法＞  

授業での発言・つぶやき 

ノートへの書き込みや、話合いの感想 

高め合う 

話合いの素地を整える。 

・話型の確認や提示 

・聞き方についての確認 

手立てや概念 

大型絵本の挿絵や、教科書の挿絵を黒板に掲示することで、情景

や豆太の様子を読み取りやすくする。 

高め合う 

 友達の考えを

聞き、自分の考

えを確かなもの

にしたり、考え

を変えたりする

ことができる集

団。 

モチモチの木の感想を書こう。⑫ 手立てや概念 

「豆太は変わった

か」で話し合ってい

くが、途中で「成長

したか」と言い換え

ることで、豆太の変

化（成長）を捉える

ことができるように

する。 

＜評価方法＞  

ノートに書いた感想と振り返り 

発言やつぶやき 

高め合う 

 友達の考えと自分の考え、場面と場

面と比較する姿 

＜板書の工夫＞ 

・対立構造（意見が分かれる場合） 

・豆太の最初と最後の性格や物事の捉

え方の比較を分かりやすく書く。 

変わっていない 

・ずっと弱虫。 

・勇気が出せたのは腹痛のときだけ 

・もともと勇気があるから変わっていない。 

・しょんべんに起こしているから。 

変わった 

・勇気があるというのは、変わっている。 

・じさまのために勇気が出せる。やさしさ。 

・モチモチの木の灯を見ることができた。 

・自分に勇気があるとわかった。だから変わった。 

感想を交流しよう。⑬ 

 ・山の中に、じさまと二人で住んでいる 11月で寒

い 

 ・登場人物は「豆太」「じさま」「医者様」「語り

手」 

豆太は変わったのかな？⑪ 

 

高め合う 

豆太が変わったかだけではなく、

「成長したか」と考えることで、自

分が弱虫だと思っていた豆太が、自

分には勇気があると思えるようにな

ったこと、優しさにより勇気を出せ

たことに気づくことができる姿。 

 


